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あらまし ブロードバンドネットワークの普及とともに，過去の放送済み番組を再配信等に利用するケースが増加している．

しかし，再配信のためには著作権等の権利保有者と再契約を行う必要があり，番組内容の資料作成のための作業が大きな負担

となっている．そこで我々は，放送済み番組のレンタル映像等の外部の映像データを利用している部分を検出する映像同定技

術に関する検討を行っている．本稿では，このような同定技術のための映像特徴量に関する基礎実験を行ったので報告する．
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は じ め に

ディジタル放送， ディジタル放送や，本年末

の地上波ディジタル放送の本放送の開始に代表され

る様に，現在，放送のディジタル化が進みつつある．

この，放送のディジタル化の特徴の一つとして，多

チャンネル化をあげる事ができる．また，通信網の

広帯域化に伴ない，既存の放送波以外の映像配信可

能なインフラとして，ブロードバンドインターネッ

トが期待されている．この様に，近年，映像の伝達

手段が増加しつつある．

映像の伝達手段が増加すれば，伝達する中身であ

る番組や，映像コンテンツの必要数も増加する事が

考えられる．しかし，放送で使用されている番組の作

成には，多大なコストがかかるのが現状であり，映像

の伝達手段の増加に合わせて新しく番組を作成して

いては，コストの面での負担が大きくなってしまう．

そこで，新しく番組を作成するだけではなく，過

去に放送済みの番組を，再び放送や映像配信に使用

する需要が高まっている．しかし，一般的に，放送番

組はこの様な再利用，特にブロードバンドインター

ネットでの配信などにおける再利用を前提としてい

ないので，放送済みの番組を再び使用する為には，そ

の番組に関わる著作権者と再契約を行う必要がある．

再契約を行う為には，番組中のどの映像が借用して

使用されたものか，どの様な出演者が登場している

のか，どの様な楽曲が番組中において使用されてい

るのか，等の権利に関する情報を明確にする必要が

ある．

それに対して，放送済み番組に関する資料として

残されているものは，放送済み番組のテープと番組

作成時の契約書程度しか存在せず，再利用する際に

は，目視によるテープの内容確認を行う必要がある．

この場合，資料の作成自体に大きな手間を必要とし，

放送済み番組を再利用する際の大きな問題となって

いる．

その為，放送済みの番組を有効利用する為に，番

組内容に関する資料作成のオーサリングツールの必

要性が高まりつつある．

そこで，本研究では，この様なオーサリングを可

能にする技術の一つとして，映像同定技術を用いて，

放送済み番組中の，レンタル映像等の外部の映像デー

タを利用している映像部分の検出の検討を行う．

映像の同定技術

一般的な映像の同定技術

映像の同定に関する研究としては，多くのものを

あげる事ができる ．しかし，そ

の研究の多くは，放送されている映像ストリームや，

アーカイブ中の映像を検索，検出する事が目的であ

る．その為，図 の様に，検索，検出を行いたい参

照映像を所有している事が前提で，その参照映像と

図 一般的な映像の同定技術

図 本研究で検討する映像の同定技術

同じ部分を検索対象とする映像から探すものであり，

検索対象映像中に，どの様な映像が存在するか，と

いう事は既知である．

本研究における映像の同定技術

本研究において検討する映像の同定技術について

述べる．

まず，本研究においては，

放送済み番組の映像データ

放送済み番組が映像を一部参照した，もとの

　　　映像データ

の 種類の映像データが手元に存在する事を前提

とする．すなわち，前述した番組作成時の契約書な

どから，放送済みの番組は，後者の映像データより

映像を一部参照している事は既知であるものとする．

但し，前節の映像の同定とは異なり，この映像デー

タの双方に，どの様な映像が共通して存在するか，と

いう点は，未知である．

その為，この様に放送済み番組の映像データと，参

照もとの映像データが手元に存在する中，

放送済み番組中のどこにどれだけ，外部の映像

のどの部分が使用されているのかがわからない

という点が，問題点として発生する事となる．

そこで，本研究では図 の様に，放送済み番組の

どこにどれだけ，参照もとの映像のどの部分が存在

するかを調べる，すなわち，複数の映像データ間の

共通部分を検出する，という映像の同定技術につい

て検討を行う．

映像の特徴量抽出手法について

特徴量を抽出する単位

本研究と類似した映像の同定の実現を試みている

ものとして，文献 が挙げられる．これらの

関連研究においては，映像から特徴量を抽出する単
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位をフレーム単位で行い，その比較もフレーム単位，

たとえ複数フレーム単位であっても，高々 フレー

ム単位であった．

フレーム単位で比較を行えば，正確に映像データ

間の一致箇所を検出することは可能である．しかし，

フレーム単位での特徴量の比較は，正確な検出を実

現する反面，その計算量は非常に大きなものとなっ

てしまう．

また，本研究においては，番組内容に関する資料

作成のオーサリングを可能にする技術を目標として

いる．この場合，全ての作業が自動化され，全く人手

が介されなくなる事は考えがたく，最終的には人手

が入る事が予想され，その，人手で行われる作業を

支援する事が要求されると考えられる．その為，映

像間の一致部分の検出も，フレーム単位で行う必要

は無く，大体の一致部分を検出するだけで十分支援

が行える事と予想できる．

そこで，本研究では，フレーム単位で特徴量を抽

出し，比較を行うのではなく，まず，映像データを

ショット単位で分割し，そして分割したショットから

そのショットを代表する特徴量を抽出して比較を行

う事で，比較を行う映像中のフレーム一つ一つから

特徴量を抽出せずに，映像間の大体の一致部分の検

出を行う事を目指す．

ショットの特徴

映像データ中のショットの映像は，

時間方向の色の変化が少ない

時間長の短いものを含む

という特徴を持っている．

前者は，ショットの切れ目であるカット点やシー

ンの切れ目であるシーンチェンジは，もともと映像

データ中において，色が大きく変化する点であった

為である．

また，後者は，映像データをショット単位で分割

した場合，映像データ中に含まれるショットの長さ

は，長いものから短いものまで様々なものが含まれ

ていると考える事ができる為である．

抽出する特徴量に対する考察

ショットの様な，映像中の複数のフレーム群を代

表する特徴量として，映像中のフレーム毎に色の平

均値を算出し，それを時系列に並べ，その時間方向

の変化をフレーム群の特徴とするものを挙げる事が

できる ．

しかし，ショットは，前節で述べた特徴を有する

為，この様な時間方向の変化を特徴とする特徴量は，

特徴となる部分が少なくなり，映像間の特徴量の違

いも減少する．その為，ショットの比較には，この

様な時間方向の特徴を抽出する特徴量は適さず，空

間方向の特徴を抽出する特徴量が適していると考え

る事ができる．

図 提案する特徴量の抽出手法

図 特徴量の抽出の為のパラメータ

使用する特徴量の抽出手法

前節の考察を踏まえ，空間方向の特徴を抽出する

特徴量として，文献 において提案したものを使用

する．この特徴量は，ショットのフレームを複数の

ブロックに分割，各ブロック毎の時間方向，空間方

向の色の平均値をとったものの集合である．

具体的な特徴量の抽出手法を以下に示す．

（ ）フレームを複数のブロックに分割する（図 ）

（ ）ブロック毎に輝度，色差の平均値を算出

　　　（図 ）

（ ）フレーム間の各ブロックの輝度，色差の平均

　　　値を算出する（図 ）

（ ）各ブロックの輝度，色差の平均値の集合を特

　　　徴量とする（図 ）

また，図 の様な， フレームのショットを，ブ

ロックの分割数を として抽出した特徴量 は，

次式で表される事になる．但し， は分割したブロッ

ク中の画素数であり， はショット

中の フレーム目の，分割したブロック中の 番目

のブロックの各画素値である．

特徴量の比較手法の検討

従 来 手 法

平均二乗誤差法を使用した比較手法

前節の手法で映像から抽出した特徴量は，数値系

列と見なす事ができる．この様に，映像から抽出し
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た特徴量を数値系列と見なして比較する手法の一つ

として，平均二乗誤差法を挙げる事ができる ， ．

そこで，従来手法として，平均二乗誤差法を特徴量

の比較に用いた場合，本研究が目標とする映像の同

定を実現できる可能性があるか検証する．

平均二乗誤差の算出方法

平均二乗誤差の値の算出方法は，次の様になる．

二つのショット から抽出した特徴量

は，輝度，色差に対して，各々図 の様に，格子状

に各ブロックの値 が並んで

いると考えることができる．この場合，特徴量

の平均二乗誤差 は，

となる．但し，ここで は，フレームの分割数

である．

平均二乗誤差法についての考察

平均二乗誤差法は，二つの特徴量を比較する際に

よく使用される手法であり，特徴量の数値系列同士

の値がどれだけ一致しているか，という度合いを示

す．その為，図 の様に，放送済み番組中の参照し

た部分であるショットが，参照したもとの映像デー

タのショットと一致する場合の比較に用いるのには

適している．しかし，図 の様に，参照した映像

が，参照もとの映像のショットの一部となっている

場合は，その両者の特徴量は，完全に一致しない為，

平均二乗誤差の値を算出して比較を行う事は適さな

いと考えられる．

図 ショットから抽出した特徴量

図 映像の参照方法

表 平均二乗誤差の算出値 その

時間長
輝度 色差 色差

のショット
動きのあるショット

平均二乗誤差法による実験

前節の考察結果を確認する為に，平均二乗誤差法

を用いて図 の様な，ショットの一部を切り出した

ショットの特徴量と，切り出しもとのショットの特徴

量の比較を行った

用意した映像は，

カメラワークが全て であるショット

， 等，動きのあるカメラワークを含

　　　むショット

の 種類を用意し，その各々に対して三種類のシ

ョットを用意，各々ショットとその一部の映像の特徴

量の平均誤差を算出した．但し，特徴量を抽出する

際のフレームの分割数 （縦 ×横 ）と

し，ショットの一部の映像には，もとのショットの時

間長が 分の ， 分の の映像を用意した．また，

カメラワークの判定には，文献 の手法を用い，実

験に使用した映像は映画「 」のショッ

トを使用した．

実験結果を表 ，表 に示す．表 ，表 の各値は，

各々の映像データで算出した平均二乗誤差の値の平

均値である．

また，平均誤差の値の指標として，共通するフレー

ムが存在しないショットの特徴量同士を比較した場

合の平均二乗誤差の値を表 に示す．

結果に対する考察

表 ，表 ，表 を比較すると，カメラワークを持

つショットの場合は，切り出した時間長が短くなる

と，平均二乗誤差の値が共通フレームが存在しない

ショット同士を比較した場合の平均誤差の値に近く

なり，映像の同定を行う事が難しくなっている事が

わかる．

また，ショット内のカメラワークが の場合に

ついても，カメラワークがある場合程度ではないが，

平均誤差の値は，時間長が短くなるにつれて高くなっ

ている事がわかり，特に，時間長が 分の の時は，

共通フレームが存在しないショット同士を比較した

場合よりも平均二乗誤差の値は小さいものの，明確

な差があるとは言えない事がわかる．

以上の結果より，特徴量の比較に，平均二乗誤差

法を使用した場合，時間長を短くすると，特にショッ

ト中にカメラワークを含む場合は同定を行なう事が

できず，ショット中のカメラワークが の場合も，

明確な差を示して映像の同定を行う事ができない事

がわかる．
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表 平均二乗誤差の算出値 その

時間長
輝度 色差 色差

のショット
動きのあるショット

表 平均二乗誤差の算出値 その

共通フレームが存在 輝度 色差 色差
しないショット同士

相関係数を使用した比較手法

比較する特徴量の散布図

前節において，ショットとその一部を切り出した映

像の特徴量の間には，ある程度の類似性はあるが，平

均二乗誤差法ではそれを明確に示す事ができなかっ

た．そこで，双方の類似性を確認する為に，ショット

とその一部を切り出した映像の特徴量の値の散布図

を調べる．

図 にショット中のカメラワークが全て の場

合を，図 にショット中のカメラワークに動きがある

ものを含む場合を，図 に共通ショットが存在しな

い場合の輝度 についての特徴量の散布図を示す．

一般的に散布図において，ある二つの数値系列の

分布が，縦軸と横軸の間に直線的に分布が集まって

いる場合，その二つの系列は相関性を有するとされ

ている ．

図 より，ショット中のカメラワークが全て で

ある場合は，比較に用いた二つの特徴量は，相関性

を有している事がわかる．また，図 より，ショッ

ト中にカメラワークを含む場合は，縦軸と横軸の間

にある程度分布が集まってはいるが，離散している

部分もあり，図を見ただけでは明確にはわからない．

図 より，共通するフレームが無い場合は，その分

布は離散しており，二つの特徴量の間に相関性は見

られない事が示されている．

相関係数の算出方法

散布図から読み取った相関性を数値的に示す為に，

各々の場合の相関係数を算出する．ここで，相関係

数 は，次式で示されるものである．

また，相関係数 の取る値の範囲は， から ま

でであり，相関係数が ならば，まったく同じ数値

表 相関係数 と相関性の関係
相関係数ｒの値 相関性

～ ほとんど相関が無い
～ やや相関がある
～ かなり相関がある
～ 強い相関がある

の系列である事を示す．一般的には，相関係数 と

相関性の関係は，表 の様になるとされている ．

相関係数による実験

平均二乗誤差を用いた比較実験と同じ条件で，相関

係数を用いたショットの特徴量の比較の実験を行った．

表 ，表 ，表 に相関係数の平均値の算出結果を

示す．また，輝度 ，色差 ， を 色情報に

変換した場合の相関係数の平均値の算出結果を表 ，

表 ，表 に示す．

表 輝度，色差の相関係数の算出値 その

時間長
輝度 色差 色差

のショット
動きのあるショット

表 輝度，色差の相関係数の算出値 その

時間長
輝度 色差 色差

のショット
動きのあるショット

表 輝度，色差の相関係数の算出値 その

共通フレームが存在 輝度 色差 色差
しないショット同士

表 の相関係数の算出値 その

時間長

のショット
動きのあるショット

表 の相関係数の算出値 その

時間長

のショット
動きのあるショット

表 の相関係数の算出値 その

共通フレームが存在
しないショット同士

結果に対する考察

表 ，表 より，ショット中のカメラワークがすべ

て の場合は，輝度 ，色差 ， ともにほぼ

以上，少なくとも 以上の値をとっており，相

関性が高い事が示されている．

また，ショット中のカメラワークに動きがあるも

のを含む場合は，共通するショットが無い場合より

は高い相関係数の値をとっているものの，相関係数
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そのものは比較的低い値を，特に，色差が低い値を

とっている．

さらに表 より，共通フレームが存在しないショッ

ト同士の相関値は，特に色差は低い値をとっている

事がわかる．

以上の事より，輝度 ，色差 ， の相関係数

の値を比べる場合，ショット中のカメラワークが全

て の場合は，ショットとその一部を切り出した映

像同士の同定を行える可能性がある事が示せた．し

かし，カメラワークに動きがあるものを含む場合は

色差の相関係数が低くなっており，また，表 ，表 ，

表 の各々の輝度 の値は全て， 以上であり，表

の，強い相関がある，という分類に入ってしまって

いる結果となっている．

そこで， の相関係数を算出した，表 ，表 ，

表 を見ると， の相関係数は，カメラワーク

が全て のショット，カメラワークに動きのある

ショットのどの場合も相関係数の値が 以上であ

り，さらに，共通フレームが存在しないショット同

士の場合は， ， ， いずれの値も 未満であり，

表 の分類においても異なる分類に位置している為，

映像の同定を行える可能性がある事を示せた．

ま と め

放送済み番組の再契約の資料作りを目的としたオー

サリングを可能にする技術の一つとして，映像同定

技術を用いて，放送済み番組中のレンタル映像等の，

外部の映像データを利用している映像部分の検出の

検討を行った．

映像の同定技術として，複数の映像データ間の共

通する映像部分を検出する手法について検討し，映

像をショット毎に分割し，そのショットを代表する特

徴量を抽出して比較を行う手法を提案した．

そして，放送済み番組中で参照されている映像が，

もとの映像中のショットの一部を切り取ったもので

あっても映像の同定が行える特徴量の比較手法とし

て， 色情報の相関係数を使用する手法を提案

し，その有効性を確認した．

今後の予定として，以下のものを検討している．

カメラワークに動きを含んでいるショットの

　　　場合の，より明確な結果が得られる比較手法

　　　の検討

計算速度も考慮した映像の同定手法の提案

上記手法の実験及び評価
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